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議
会
の
会
議
に
は
、
大

き
く
分
け
て
本
会
議
と
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
議
と
は
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、年
四
回
三
月
、

六
月
、
九
月
、
十
二
月
に

開
催
さ
れ
、
必
要
に
応
じ

て
臨
時
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
議
会
と
し
て
の
権
限

や
能
力
は
本
会
議
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
議
会
の

議
決
、承
認
、同
意
な
ど
は
、

こ
の
本
会
議
で
行
な
わ
な

け
れ
ば
法
的
な
効
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
比
べ
委
員
会
は
、

議
会
の
内
部
組
織
と
し
て
、

議
員
の
一
部
を
も
っ
て
構

成
す
る
会
議
の
こ
と
を
い

い
、
議
会
の
運
営
を
協
議

す
る
議
会
運
営
委
員
会
の

他
に
綾
瀬
市
に
は
、
三
つ

の
常
任
委
員
会
と
基
地
政

策
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
委
員
会
は
、

本
会
議
で
の
審
議
の
予
備

的
調
査
、
調
査
機
関
と
し

て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

「
本
会
議
と委

員
会
」

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の

ミ
ニ
知
識

ミ
ニ
知
識

●
孤
立
し
な
い
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て

　

Ｑ　

地
域
に
は
、
ひ
き
こ
も
り

な
ど
の
問
題
を
外
部
に
相
談
で
き

ず
に
抱
え
て
い
る
人
が
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
接
点
か
ら
重
層
的
に
支

援
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
る
。
社
会
的
孤
立
を
防
ぎ
、

一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
る
地
域

共
生
社
会
を
ど
う
実
現
す
る
か
。

　

Ａ　

人
材
の
育
成
や
担
い
手
の

確
保
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
福
祉
を
支
え
る
地
区
社

協
や
民
生
委
員
な
ど
と
協
働
し
な

が
ら
、
必
要
な
施
策
展
開
を
図
っ

て
い
く
。
地
域
住
民
が
我
が
事
と

し
て
参
画
し
、
世
代
や
分
野
を
超

え
て
つ
な
が
る
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
、取
り
組
み
た
い
。

●
地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
の
農

地
保
全
に
つ
い
て

　

Ｑ　

地
産
地
消
は
、
顔
の
見
え

る
生
産
者
か
ら
購
入
で
き
る
な
ど

の
利
点
が
あ
り
、
今
後
も
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
。
遺
伝
子
組
み
換

え
作
物
の
普
及
な
ど
で
、
安
心
し

て
作
物
を
購
入
で
き
な
く
な
る
危

機
感
が
あ
る
た
め
、
地
場
産
の
安

全
な
作
物
を
市
民
に
提
供
す
る
観

点
か
ら
持
続
可
能
な
農
業
施
策
を

進
め
、
農
地
を
保
全
し
な
い
か
。

　

Ａ　

農
業
が
活
性
化
さ
れ
、
稼

ぐ
農
業
に
な
る
こ
と
が
農
地
保
全

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
綾
瀬
産

野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
や
農
道

の
維
持
補
修
な
ど
に
よ
る
農
業
基

盤
の
整
備
、
農
地
の
貸
し
借
り
や

法
人
参
入
の
推
進
に
よ
る
不
耕
作

地
の
解
消
な
ど
に
努
め
、今
後
も
、

稼
ぐ
農
業
を
推
進
し
て
い
く
。

社
会
的
孤
立
を
防
ぎ
一
人
一
人

を
大
切
に
す
る
社
会
の
実
現
を

畑
井　

陽
子

●
高
齢
者
の
外
出
支
援
に
関
し
て

　

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
を
見
直
さ
な
い
か
。

　

Ａ　

交
通
が
不
便
で
あ
る
地
域

の
解
消
や
外
出
機
会
の
創
出
な

ど
、
公
共
交
通
と
し
て
の
目
的
を

捉
え
、
利
用
状
況
や
形
態
を
検
証

し
、必
要
に
応
じ
見
直
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

住
民
参
加
型
移
動
支
援
団

体
お
で
か
け
綾
瀬
が
移
動
支
援
を

始
め
た
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　

Ａ　

吉
岡
地
区
で
試
験
運
行
を

実
施
し
て
お
り
、
綾
西
地
区
で
は

学
習
会
を
開
催
す
る
。
他
の
地
区

も
説
明
会
の
予
定
が
あ
り
、
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。

●
並
塚
笹
山
線
（
綾
南
ト
ン
ネ
ル

か
ら
新
境
橋
）
の
道
路
工
事
に
関

し
て

　

Ｑ　

道
路
工
事
の
状
況
は
。
ま

た
、
住
民
説
明
会
で
要
望
さ
れ
た

横
断
歩
道
設
置
の
調
整
状
況
は
。

　

Ａ　

昨
年
度
、
約
１
２
０
メ
ー

ト
ル
の
工
事
を
実
施
し
、本
年
度
、

完
成
予
定
で
あ
っ
た
。
財
源
と
な

る
国
費
の
内
示
額
が
少
な
か
っ
た

た
め
、
工
事
を
一
部
縮
小
す
る
が

早
期
完
成
を
目
指
す
。
ま
た
、
蓼

川
付
近
の
横
断
歩
道
設
置
は
、
警

察
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

●
各
小
・
中
学
校
の
市
教
委
に
対

す
る
要
望
・
要
求
に
つ
い
て

　

Ｑ　

各
小
・
中
学
校
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
施
設
改
修
の
要
望
に
は
、

ど
う
対
応
し
て
い
る
か
。

　

Ａ　

現
地
確
認
の
上
、
緊
急
性

を
把
握
し
、
修
繕
を
実
施
し
て
い

る
。
翌
年
度
の
改
修
要
望
は
、
学

校
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
工

事
予
定
を
回
答
し
て
い
る
。

移
動
手
段
を
増
や
し
高
齢
者
が

外
出
す
る
機
会
の
創
出
を

志
政
あ
や
せ　

古
市　
　

正

●
多
文
化
共
生
と
外
国
人
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て

　

Ｑ　

外
国
人
技
能
実
習
生
受
入

事
業
の
送
り
出
し
機
関
は
、
何
を

行
う
の
か
。
ま
た
、
本
市
は
ど
う

関
与
し
て
い
く
の
か
。

　

Ａ　

送
り
出
し
機
関
は
、
本
市

に
合
わ
せ
た
研
修
や
適
性
検
査
の

実
施
、
企
業
が
ベ
ト
ナ
ム
で
行
う

面
接
で
の
日
本
語
の
習
得
度
や
必

要
な
技
能
の
確
認
な
ど
を
行
う
。

ま
た
、
市
は
市
内
企
業
が
求
め
る

人
材
を
確
保
し
、
実
習
生
が
安
心

し
て
実
習
に
励
め
る
環
境
整
備
に

努
め
る
。
送
り
出
し
機
関
と
受
入

監
理
団
体
で
あ
る
商
工
会
と
市
の

三
者
で
年
に
一
回
意
見
交
換
を
行

い
、
実
習
生
を
育
成
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

外
国
籍
市
民
の
増
加
は
、

地
域
の
活
性
化
な
ど
、
好
循
環
を

生
む
と
考
え
て
い
る
。今
後
、ど
う

多
文
化
共
生
に
取
り
組
む
の
か
。

　

Ａ　

多
文
化
共
生
に
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
柱
と
し

た
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
。
言
葉
の
壁
を
解
消
す
る
た

め
、
日
本
語
の
学
習
支
援
に
努

め
、
外
国
籍
市
民
に
も
分
か
り
や

す
い
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
活

用
と
普
及
啓
発
に
力
を
入
れ
る
。

●
教
育
現
場
で
の
外
国
籍
児
童
へ

の
対
応
に
つ
い
て

　

Ｑ　

外
国
籍
児
童
が
い
る
保
育

所
な
ど
に
、
小
・
中
学
校
で
使
用

し
て
い
る
音
声
翻
訳
機
能
付
き
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
な
い
か
。

　

Ａ　

各
園
で
は
、
園
便
り
の
ロ

ー
マ
字
表
記
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
は
状
況

な
ど
を
確
認
し
、
検
討
す
る
。

外
国
籍
市
民
が
住
み
や
す
く

働
き
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

志
政
あ
や
せ 

齊
藤　

慶
吾

●
交
通
環
境
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

Ｑ　

長
後
駅
西
口
と
長
坂
上
を

結
ぶ
バ
ス
路
線
は
、
始
発
便
と
最

終
便
が
手
前
の
上
土
棚
団
地
前
や

綾
南
会
館
か
ら
発
着
し
て
お
り
、

長
坂
上
ま
で
の
延
伸
が
望
ま
れ 

る
。事
業
者
へ
の
要
望
の
状
況
は
。

　

Ａ　

毎
年
、
神
奈
川
中
央
交
通

株
式
会
社
に
延
伸
を
要
望
し
て
い

る
が
、現
在
、実
現
し
て
い
な
い
。

　

Ｑ　

信
号
を
待
つ
歩
行
者
が
被

害
に
遭
う
自
動
車
事
故
が
、
連
日

報
道
さ
れ
て
い
る
。
交
差
点
箇
所

で
の
安
全
対
策
の
状
況
は
。

　

Ａ　

歩
道
の
巻
き
込
み
部
に
車

交
通
環
境
の
充
実
と
安
全
確
保 

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か

公
明
党 

三
谷　

小
鶴

止
め
ポ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
、
安
全
性
向
上
が
必
要
な

箇
所
は
歩
道
利
用
者
の
通
行
に
配

慮
し
な
が
ら
、適
切
に
措
置
す
る
。

●
障
が
い
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

　

Ｑ　

市
が
実
施
し
て
い
る
移
動

支
援
事
業
の
利
用
範
囲
を
拡
充 

し
、
障
が
い
児
が
通
学
す
る
際
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
な
い
か
。

　

Ａ　

障
が
い
児
の
通
学
は
、
移

動
支
援
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

が
、現
在
、国
が
障
害
者
総
合
支
援

法
を
見
直
す
中
で
、
通
勤
通
学
支

援
を
検
討
す
る
と
聞
い
て
お
り
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

障
害
者
就
労
施
設
の
経
営

基
盤
を
強
化
し
、
障
が
い
者
の
経

済
的
自
立
を
進
め
る
障
害
者
優
先

調
達
推
進
法
に
基
づ
き
、
市
が
積

極
的
に
物
品
を
購
入
し
な
い
か
。

　

Ａ　

イ
ベ
ン
ト
の
記
念
品
や
保

育
園
で
の
給
食
用
の
パ
ン
な
ど
を

購
入
し
て
い
る
。
予
算
編
成
説
明

会
で
は
、物
品
の
資
料
を
配
付
し
、

全
庁
的
な
調
達
を
促
し
て
い
る
。市の花  「バラ」


